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注3 風 致 地
?
36．10
注3風致地区の目標面積は，緑地の確保目標地として算入しない。
この表は，「八王子市ほか19都市計画区域における緑のマスタープラン計画書」（東京都都市計画局）
のうち，八王子市の分から再録したものである。緑地は市街化区域では0．2ha以上，調整区域では
1．Ohaが対照面積である。
昭和75年度を目標に緑地の確保を数字をあげて，プランがつくられた。
場合，国の基本方針である数値に，十分応えられる計画となっている。
この表によると，八王子市の
　　④　八王子市都市整備基本計画書の作成
　八王子市では，昭和62年3月に「八王子市都市整備基本計画書」を作成した。この計画書には，副
題として「緑豊かな自立都市を目指して」がっけられている。この計画書は，昭和48年の「市民の緑
に対する意見調査報告書」，昭和54年の「緑のマスタープラン」提言の導入による計画書，昭和59年
の「八王子市基本構想・八王子市基本計画」，昭和59年から60年にかけての新八王子市都市計画策定
調査，昭和61年の八王子市緑化基金条例及び八王子市緑化条例の制定といった一連の八王子市におけ
る都市計画とそこに含まれている緑化政策の推移が，その背景となっている。そして，至近的には先
に紹介した八王子市緑化条例の制定にあたって，新しい都市づくりの柱として，緑化行政確立の市長
提言にもとついている。したがって，この計画書の緑に関する部分は，八王子市の緑化行政の「もっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一82一
　　　　　　　　　　　　　　　　　第27巻第2号　1989年3月
とも新しい実践基準を示したものといってよいだろう。そこでこの計画書ではどの程度の緑のプラン
と実践基準が織りこまれているかを，．つぎにみてみることにする。
　まず本書の冒頭には，都市整備の基本理念が述べられているが，そでこ都市発展の基礎としての豊
かな緑地環境の形成と題して，八王子市の緑地環境について，っぎのように述べている。「過去四半
世紀の八王子市の成長は，主として周辺丘陵地域での住宅地開発や大学等の施設立地に負うところが
大であり，その結果大幅な緑地の後退を余儀i無くされてきたが，》これから21世紀にかけて都市開発に
向けては，今なお広大な地域を覆っている森林を大切に守り，緑と都市とが調和・共存する豊かな環
境を形成し，これを生活環境向上や産業・文化の成立の基礎として有効に活かすことを目標とする」，
とこれまでの緑の破壊を反省しながら，環境保全のための緑の防衛を宣言している。
　第二章の「緑地の保全，活用，創造の方針」では，第一にその背景と課題，第二に基本方針を述べ
たあと，第三に具体的な施策にっいて記述している。この施策の背景には，「緑のマスタープラン」
とその導入計画案があって，この計画書では，緑の保全，活用，創造の施策を「緑のプロジェクト」
と呼称して，これを体系化し，広く市民にもPRするとともに，効果的な実現に努めることとしてい
る。以下に，具体的施策について，紹介することとする。
　①　保全の施策　保全にっいては，当面は高尾山周辺の優良な森林や市街地環境上重要な市街地区
域及び市街地縁辺部の緑地の保全に重点をおく。その具体策としては，法・制度に基づく地域指定の
活用や，「八王子市緑化条例」の積極的適用，「市行造林」（土地所有者と市との間で契約した璋林）の
推進をはかる。シビック・トラスト（市民の緑地買取り運動によって，緑化をすすめる市民参加型），
分収育林制度（住民と森林所有者とが共同して育林を行って，伐採時の収益を分収する制度）など市
民参加型の森林経営方策も導入をすすめていく。また，東京都の保全緑地の公有化の方針に基づき，
適切な機会を捉えて緑地の取得を働きかけていく。
　②　活用の施策　活用の施策とは，産業施設や市民の余暇施設などに景観維持，植栽，周辺緑地の
　　　　　　　　　　　　　　　　r　ぐ　　　　　　　　　t　　“　　　　　　’）　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　t保全などの条件を課したうえで，こ浬らの施設に附随した緑地の限定的な活用を可能とするような施
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策である。具体的には周辺丘陵地帯における先端技術産業，研究開発機能等の導入，高尾地区での森
林レクリェーション地区整備，恩方地区での観光農場整備などである。また，緑地活用の適否の選定
や指導のための制度を充実する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L，
　③　創造の施策　公園，公共施設等への植栽による面としての緑の創造と，これをっなぐ緑道整備
による緑のネットワークづくりを行うとともに，浅川などの市民に親しみのある河川敷を活用した
「水と緑の広場」づくりを行う。生垣や花壇づくり，施設内緑地の確保などめ緑の街づくりを進める。
「まちの森づくり事業」，「ふるさとの森づくり事業」への取り組み，この事業は「都市計画事業費」
の公団事業費補助の対象となるもので，住民の緑化運動のシンボルとなるよ，うに検討する。
　④　高尾山地区の整備　高尾山は八王子市の緑地帯のシンボルであり，その周辺は自然のさまざま
な状況が残されており，緑地保全のモデル的な地域でもある，今回の計画では高尾山を中心とした森
　　　　　　　．！一　’
林レクリェーション地区の整備をすすめる。この整備によって東京都市圏における，増大するレクリ
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工一ション需要（特に日帰り需要）を対象として，緑豊かな総合的な地区形成を図ることにしている。
この計画は，東京都の「緑のフインガープラン」とセットされたものと位置づけようとしている。東
京都の「緑のフインガープラン」とは，第2次東京都長期計画において，関東山地から指状に突出し
た多摩丘陵をはじめとする各丘陵地を対象として，緑地の公有化や公園整備などを体系的に進めるた
めの計画づくりを行うとされているものである。
　　　　　　　　　　　　表皿　緑地の保全，活用，創造に際しての地域別方針
保 全 活
?
創 造
高尾山周辺
地　　　域
南部丘陵
地　　　域
北部丘陵
地　　　域
西部山間
地　　　域
市街地・市
街地緑辺部
・高尾山，八王子城±ti周辺の自
然植生の保護
・植林地の保全と育成
・武蔵野の雑木林の保全
・ニュータウン区域内の緑地の
計画的残存
・武蔵野の雑木林の保全
・森林維持のための保全と育成
・都市的土地利用の掬制
●既林地等を環境緑地として重
点的に保全
・生産緑地の保全
・森林レクリエーション地区と
しての施設整備
・高次生活・文化ゾーンの形成
に向けた都市機能導入による
限定的土地利用
・広域交通体系整備効果の受け
止めと産業用地確保に向けた
限定的土地利用
・採石場跡地に限った土地利用
・恩方観光農場
・市街地からの緑地景観に配慮
　した限定地土利用
・高尾山の林相の形成（風
格のある森づくり）
・ニュータウン地区内，及
び新たな施設整備地区の
緑化
・新たな施設整備地区の緑
化
・公園整備，公共空間緑化
・市民参加型の緑のまちづ
　くりの推進
この経は，八王市整備基本計画書（昭和62年3月）による。
　　　　　　緑地の保全，活用，創造に際しての地域区分（八王子市整備基本計画書から）
㌔鯛．鴫
　　　　　　　　　癬
　　　　　　　　　　　　　撃
市街地及び市街地緑辺部　　努診
　　　韓琳噸軸榑榊悟螂
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　以上のことを八王子市全域を5つの地域に分けて，それぞれ緑の保全，活用，創造について表皿の
ようにまとめている。
V　八王子市の緑化行政の課題
　　（1）基本計画の見直し
　さて，以上みてきたように八王子市における緑化行政にっいては，二つの大きな道すじがある。一
つは緑のマスタープランの策定とその目標年次の目標達成への道すじである。この道すじに八王子市
都市整備基本計画書がある。いま一っは，緑化条例の制定によって，この条例の実施とそれに伴う行
政機構の整備をすすめる道すじである。そして，この二っの道すじは，別々のものではなく，合流し
て“っの大道にならなければならない。
　緑のマスタープランについては，八王子市の計画は東京都の多摩地区20市の総合計画のなかに組み
こまれている。この計画をたてるにあたって，市はその人口を昭和50年32万3千人とし，昭和65年に
は55万4千人そして昭和75年には72万3千人とした。これは1年間に平均2万人の人口増を見込んだ
数字である。したがって，それに見合う1人当りの公園，緑地面積の割合を国の目標達成数にあわせ
ると，表1のようになるが，公園，緑地の数とその面積をみても，昭和54年の数値と比較して，とて
も20年後に達成できる数値とは思えない。もしこれを実行するとしても最近の地価高騰から考えても
財政的に土地取得はきわめて困難であろう。そこで八王子市では，人口増加率の見直しを考えてい
る。昭和62年3月の基本計画書では昭和80年人口　64万人とし，昭和63年4月15日の「広報はちおう
じ」特集号では，圃昭和75年の人口を59万人としている。これによると，人口増加は年平均約1万人と
なり，緑のマスタープランの基礎人口にくらべて増加率は半減することになる。これは，プラン作成
当時昭和50年の人口32万3千人から昭和62年7月で約43万1千人となっていることを勘案してのこと
と思われる。これによって，マスタープランの目標年次の数値も当然変更されることになる。それで
もなお，これから10年間のうち，例えば児童公園を最初のプラン335カ所90．79haの半分に南たる．167
ヵ所45haとしても，その実現にどれほどの現実性が期待できるのだろうか。
　八王子市が，かけ声のわりには緑化施策が進展しない状況には，市のほぼ1／3を占める森林が，八
王子市民に緑の都市らしい安心感を与えていることもあるかもしれない。これは緑の調査報告書や市
政調査アンケートにもあらわれているところでもある。しかし，現実には，緑のマスタープラン策定
の範囲は，市街化地域と市街化調整区域にかぎられたことであって，それ以外の地域は野放しの状況
もある。八王子市の場合，その点もっとも危険にさらされているといってよい。また，八王子市緑地
条例で計画されている市街化調整区域での緑の計画では，緑化保護地区の指定を行い，具体的には緑
の破壊につながる開発を抑制するということにある（昭和61年9月市議会における都市計画部長の説
明）のであるが，実際には業者による土地の買い占めなどが行われ，これを抑制することが困難な状
況にあることは，しばしば市議会でも指摘されているところである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－85一
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　八王子市では，昭和65年を目途に都市計画における線引きの見直しをすることにしているが，これ
によって，このような緑破壊に歯止めをかけ，しかも現実性のある基本計画の基礎を確立すべきであ
ろう。
　　（2）機構改革のおくれ
　このようにみてくると，八王子市としては一刻も早く緑化条例を実施の段階に移さなければならな
い。緑地条例が環境保全条例から分離されて，緑化行政の真の基本法として制定されて，すでに2年
を経過しようとしている。この間に基本計画書がつくられ，そこでは「緑のプロジェクト」と銘打っ
て緑地保全のための具体的な基準づくり
の作業に入るとしているが，それには何
といっても，緑化条例が実施にうっされ
るための大前提として，市行政機構の中
での緑化行政推進に必要な，抜本的改組
が必要とされる。昭和62年11月9日の朝
日新聞では，八王子市の緑化条例，宙に
浮くと報じている。その原因は行革のあ
おりで市当局の組織や人員配置のやりく
りがっかないからだとしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　裏高尾のただずまい
　現在，八王子市に限らないが，緑に関係する部署は多数ある。これらを統合する行政機構の再編
は，きわめて困難を伴うことである。しかし，これを実現することで，①人的資源の確保，②計画が
統一化・合理化される，③財政運用の面で総花化がなくなる，などによって緑化施策が前進すること
は十分考えられる。
VI　おわりに
　国民の環境権の内容はさまざまである。憲法論的にみると環境権概念すら，あいまいなところがあ
る。しかし，国民が住み良い環境造りを国に要求する権利の主張は，憲法13条や25条からも云えるこ
とである。都市生活者には生活の便利さのほかに，緑豊かな環境が必要とされる。世界的な都市爆発
といわれる，都市への人口集中現象のなかにあっては，なおさらのことである。このような状況のな
かで都市生活者の緑の環境の保全・育成を担当するのは，何といっても地域住民に密着している地方
自治体の議会や行政である。今回の研究報告は，このような視点から私自身が住民の一人である八王
子市の緑化行政への取り組みの状況を調査報告したものである。もちろん，調査といっても管見の程
度であって，何かを提案するというものではない。
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